
＜問合せ先＞ 

川崎市環境局生活環境部減量推進課 山田 

電話：０４４－２００－２５６２ 

内線：３１４０１ 

場 所  員 

令和８年度３Ｒ推進講演会を開催します！ 

～今年のテーマはプラスチック資源循環～ 

令 和 ８ 年 ９ 月 １ ６ 日    

報 道 発 表 資 料 

川 崎 市 （ 環 境 局 ） 

川崎市では、１０月１４日（水）に川崎市総合福祉センター（エポックなか

はら）にて「３Ｒ推進講演会」を開催します。 

第４５回目となる今回は、川崎市内で使用済みマヨネーズボトル回収の実証

実験を行っている、キユーピー株式会社（本社：東京都渋谷区）、味の素株式会

社（本社：東京都中央区）、アミタ株式会社（本社：東京都千代田区）をお招き

し、「プラスチック資源循環」をテーマとした講演を行います。 

「３Ｒ推進講演会」は、市民の３Ｒ(リデュース・リユース・リサイクル)に関

する意識の醸成、市の廃棄物行政に関する市民の理解を深めることを目的とし

て、ごみの減量・リサイクルをテーマに毎年開催しているものです。 

１ 日  時 令和８年 10 月１４日（水）１４：００～１６：００  ※開場１３：３０ 

 

２ 会  場 川崎市総合福祉センター（エポックなかはら）ホール 

       （川崎市中原区上小田中６－２２－５） 

 

３ 講演内容 「マヨネーズボトル回収プロジェクトがつなぐプラスチック資源循環」 

海洋プラスチックごみの削減と資源循環の実現を目指し、キユーピー株式会社、味の素

株式会社、アミタ株式会社の 3 社が連携して取り組む「使用済みマヨネーズボトル回収

の実証実験」を御紹介します。本プロジェクトでは、使用済みのマヨネーズボトルを「ご

み」ではなく「資源」として回収し、新たな資源循環の仕組みづくりに挑戦しています。 

講演では、アミタ株式会社より川崎市内で実施している回収実証の内容やその成果、生

活者参加による資源循環の可能性について御紹介するとともに、キユーピー株式会社・味

の素株式会社によるプラスチック削減や資源循環に向けた最新の取り組みをお伝えしま

す。 

 

かわさき３Ｒ推進キャラクター かわるん 

４ 定  員 ９００人（参加無料・当日先着・事前申込不要） 

 

５ 主  催 川崎市 

       川崎市廃棄物減量指導員連絡協議会 

川崎市資源集団回収事業連絡協議会 

 



電話:044-200-2580 
FAX:044-200-3923 
E ﾒｰﾙ:30genryo@city.kawasaki.jp 

主催:川崎市 

川崎市廃棄物減量指導員連絡協議会 

川崎市資源集団回収事業連絡協議会 

【お問合せ】川崎市環境局減量推進課  
 

※手話通訳または要約筆記をご希望の方は、９月 25 日(金)までに氏名・連絡先を環境局減量推進課あてに FAX または E メール 

でお申し込みください。 

 

マヨネーズボトル回収プロジェクトがつなぐ 

 海洋プラスチックごみの削減と資源循環の実現を目指し、キユーピー株式会社、味の素株
式会社、アミタ株式会社の 3 社が連携して取り組む「使用済みマヨネーズボトル回収の実
証実験」をご紹介します。本プロジェクトでは、使用済みのマヨネーズボトルを「ごみ」で
はなく「資源」として回収し、新たな資源循環の仕組みづくりに挑戦しています。 

講演では、アミタ株式会社より川崎市内で実施している回収実証の内容やその成果、生活
者参加による資源循環の可能性についてご紹介するとともに、キユーピー株式会社・味の素
株式会社によるプラスチック削減や資源循環に向けた最新の取り組みをお伝えします。 

令和８年度３Ｒ推進講演会     
 

令和８年 

 (開場 13:30) 

川崎市総合福祉センター 

900 人(当日先着・参加無料) 

14:00～16:00 
10 月 14 日(水) 

定 員 

場 所 日 時 

＜ 講師 ＞ 

（エポックなかはら） 

キユーピー株式会社 
広報・サステナビリティ本部 
サステナビリティ推進部所属 

田頭 祐介氏 

 

味の素株式会社 
サステナビリティ推進部 

気候変動・資源循環グループ所属 

遠藤 清佳氏 

 

アミタ株式会社 

社会デザイン事業部所属 

駒井 真帆氏 

 

プラスチック資減循環 


